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「
日
本
国
民
は
・
・
・
」
で
始
ま
る
前
文
は

敗
戦
で
学
ん
だ
平
和
主
義
、
そ
し
て
新
た
な
国

民
主
権
を
し
っ
か
り
謳
っ
て
い
ま
す
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一
方
、
「
日
本
国
は
・
・
・
」
と
し
「
民

（
国
民
）
」
を
削
除
し
た
自
民
党
改
憲
案
は
冒

頭
か
ら
国
民
主
権
の
制
限
を
打
ち
出
し
、
国
が

国
民
の
上
に
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
に
し
ま
す
。

憲
法
記
念
日
に

　
　
　
読
ん
で
み
る

　
１
９
４
５
年
８
月
、
敗
戦
で
打
ち
ひ
し
が
れ

た
日
本
国
民
は
、
翌
々
年
の
５
月
３
日
に
施
行

さ
れ
た
再
び
戦
争
は
し
な
い
と
誓
う
日
本
国
憲

法
に
希
望
を
見
出
し
、
戦
後
の
苦
境
を
乗
り
越

え
、
今
日
の
平
和
な
暮
ら
し
を
築
き
ま
し
た
。

　　
前
文
は
私
た
ち
の
進
む
べ
き
道
を
施
行
７
０

年
を
超
え
る
い
ま
も
し
っ
か
り
と
示
し
て
い
ま

す
。
い
ま
一
度
小
さ
く
と
も
声
を
出
し
読
ん
で

み
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

891
いち はや く

児童虐待かもと思ったら

全
国
共
通

３桁ダイヤル

地域の児童相談所に繋がります。

すぐ電話！
野
党
共
闘

立憲民主党
 党 本 部
国民民主党
 党 本 部

要
請
先

東京都千代田区平河町 2-12-4 ふじビル３階

東京都千代田区永田町１−１１−１
03-6811-2301  Fax 03-6811-2302

03-3595-9988  Fax 03-3595-9961

改
憲
防
ぐ
に
は

　
参
院
選
の
勝
利
は
野
党

統
一
候
補
で
共
闘
す
る
こ

と
で
す
。
候
補
者
を
決
め

気
運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
。

野
党
第
一
、
第
二
党
に

要
請
し
ま
し
よ
う
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　今年で７２回目の憲法記念日を迎えます。憲法９
条は時代を先取りした世界に類のない誇れるもので
す。私たちは今こそ９条を含む憲法を大切にして長
く目指してきた崇高な理念を手放して
はいけない。
　防衛費が７年連続で増大し続け、今
年は５.２兆円を超えた。アメリカに追
随してイラクや南スーダンに自衛隊が
派遣され、遺書を書いた隊員もいたと
いう。安倍政権は、大事故につながる
ような欠陥のある戦闘機や武器をアメ
リカの言いなりになって法外な価格で
買うことを決めた。こんな事を国民は
黙認していいのでしょうか。軍拡を進
め武力でことを解決するのでは戦前の
二の舞でしょう。

　憲法改定に向け動き始めていた１９４６年１月、
幣原首相はマッカーサーと非公式で会談した。後に
幣原は『かねて考えていた世界中が戦力を持たない
という理想論や世界から日本の信用を取り戻す為に
も戦争を放棄する以外にないと話し出すと、マッ

カーサーは両手で手を握り涙をいっぱ
いためてその通りだと言い出しびっく
りした』と語っている。戦争放棄を決
断する貴重な記録は、幣原が親友であ
る祖父に語ったのを母が記録し、後に
憲法調査会資料（ミチコメモ）となっ
た。空襲で何もない東京で祖父を憲法
の審議に送るため奔走した母が今、強
く思い出される。
　改憲へ対抗できるのは憲法に基づい
た民主主義の力のみです。

憲法記念日に寄せて 角元 友子
❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁❁
❁

「あたらしい憲法のはなし」より
（１９４７年（昭和２２年）文部省中学校 1 年社会科 教科書）

　昨年８月から官房長官会見では東京新聞の
望月記者と朝日新聞の南記者は挙手をしても
指されなくなった。それまでは挙手があれば
質問できるというルールがあったのに何故か。
今井総理秘書官が自分の番記者に語ったオフ
レコのメモが望月記者のところに回ってきて
分かった。
　そこには「望月記者と南記者の２人、なん
とかならないのか」趣旨のことが記されてい
た。
　官邸の報道室長は昨年秋から、望月記者の
質問を度々遮る行為を続けていて、東京新聞
編集局長に対し「事実に基づかない質問は厳
に謹んでほしい」などとする文書を９回も申
し入れていた。官邸が「事実誤認」と言った
際、「ああいう質問をするもんじゃない」と
受け止めている記者は結構いたようだ。本来
はみんなで追求しなくてはいけなかったはず
なのに。欧米のように一致団結して抗議しな
いことが問題だ。

官邸の執拗な個人攻撃

った土砂が投入されている問題に関し、「実態
が把握できていない」と問い質した。２８日に
は官邸の報道室長名で、望月記者の質問を「事
実誤認」と攻撃する文書を官邸記者クラブに掲
示。望月記者は今年１月、「辺野古工事で防衛
省　県に無断　土砂割合変更　環境に悪影響の
恐れ」と１面で記事を書いたら官邸の抗議は止
まった。
　先述の抗議行動で望月記者は次のようにス
ピーチした。「記者会見は政府のものでもメ
ディアのものでもなく、国民の知る権利を実践
する場だ」。「誰かが行使しようとする」こと
によって自らの権利も同時
に守られていく、、、、こ
ういう視点が大切ではない
だろうか。

🔏脅かされる「知る権利」
　３月１４日夜、官邸前には現役記者７人と

市民役約６００人が集まった。東京新聞の望月記
者に対する官邸の妨害行為に抗議するものだ。
　昨年１２月２６日の官房長官会見で、望月記
者は辺野古の埋め立て工事で違法に赤土が混じ


